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１ 調査の概要
(1) 調査の目的

①全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，各地域における

児童生徒の学力・学習状況を把握・分析することにより，教育及び教育施策の成

果と課題を検証し，その改善を図る。

②各教育委員会，学校等が全国的な状況との関係において，自らの教育及び教育施

策の成果と課題を把握し，その改善を図る。

(2) 調査実施日 平成１９年４月２４日（火）

(3) 調査内容

①教科に関する調査（国語，算数・数学）

A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題

・身に付けておかなければ後の学年等の学習 ・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用

内容に影響を及ぼす内容 する力

・実生活において不可欠であり常に活用できる ・様々な課題解決のための構想を立て実践し

ようになっていることが望ましい知識・技能 など 評価・改善する力 など

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

児童生徒質問紙：児童生徒に対する調査 学校質問紙：学校に対する調査

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側 指導方法に関する取組や人的・物的な教育条

面に関する調査 件の整備の状況，児童生徒の体力・運動能力

（例）国語の勉強は好きですか，授業の内容は の全体的な状況等に関する調査

どの程度分かりますか，一日にテレビを見る時 （例）授業の合間や放課後における補充的指

間，読書時間，勉強時間の状況 など 導の状況，学校における教育の情報化の進行

状況 など

(4) 県内の参加状況 国立・公立・私立の合計（公立）

参 加 学 校 参加児童生徒数

小 学 校 ４２１校(４１７校) 17,951人(17,669人)

中 学 校 １６２校(１５３校) 16,557人(15,832人)

特別支援学校 ３校 (３校) 16人 (16人)

総 計 ５８６校(５７３校) 34,524人(33,517人)

＊データの処理は，後日実施をした児童生徒の数値を除いている。
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２ 調査結果の解釈等に関する留意事項

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況を把握することを目的として実施し

ているが，実施教科が国語，算数・数学の２教科のみであることや，必ずしも学習

指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児

童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることに留意することが必要であ

る。

本調査の結果においては，国語Ａ・Ｂ，算数・数学Ａ・Ｂごとの平均正答数，平

均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみでは必ずしも調査

結果のすべてを表すものではなく，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフな

ど他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個

々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握，分析し，児童生徒一人一人

の学習改善や学習意欲の向上につなげることが重要である。

なお，児童生徒に対する質問紙調査の結果と教科に関する調査の結果とのクロス

集計に関しては，必ずしも因果関係を示したものではないことに留意することが必

要である。

３ 用語の説明

語 句 説 明

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。

平均正答数を百分率で表示。

○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，

それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。
平均正答率

○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。

集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が０とは，ばらつきがない（データの値がすべて同じ）

標 準 偏 差 ことを意味する。

分布が正規分布になっていると仮定すると，「平均値±標準偏差」の

間に全体の約７０％のデータが含まれる。

各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
解 答 類 型

したもの。
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４ 調査結果の概要 （県立学校を除く公立学校）
(1) 学力分布の状況 （横軸：正答数，縦軸：児童・生徒の割合）

① 市部と郡部の状況

平均正答率 小学校 中学校

(標準偏差) 国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B

全 国 81.7(2.8) 62.0(2.6) 82.1(3.4) 63.6(3.0) 81.6(5.5) 72.0(2.4) 71.9(8.7) 60.6(4.3)

岡山県 80.6(2.8) 60.0(2.7) 80.5(3.5) 62.1(3.0) 81.9(5.8) 70.0(2.6) 71.9(8.9) 58.8(4.5)

市 部 80.6(2.8) 61.0(2.7) 80.5(3.5) 62.1(3.0) 81.9(5.8) 70.0(2.6) 71.9(8.9) 58.8(4.5)

郡 部 80.0(2.9) 57.0(2.7) 78.9(3.5) 58.6(2.9) 81.1(5.8) 70.0(2.6) 70.6(8.6) 58.2(4.4)
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○平均正答率を見ると，小学校では，市部・郡部ともに全国をやや下回っている。中学

校では，市部のＡ問題を除いた他の教科で，郡部・市部とも全国をやや下回っている。

○正答数の分布を見ると，市部は，小中学校とも全国の状況とよく似ているが，郡部の小学

校では，国語Ａを除いて上位層がやや少なく，中位から下位層がやや多くなっており，中

学校では，国語ＡＢと数学Ａで上位層がやや少なく，数学Ｂで中位から下位層がやや多い。
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②教育事務所ごとの状況

平均正答率 小学校 中学校

(標準偏差) 国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B

全 国 81.7(2.8) 62.0(2.6) 82.1(3.4) 63.6(3.0) 81.6(5.5) 72.0(2.4) 71.9(8.7) 60.6(4.3)

岡山県 80.6(2.8) 60.0(2.7) 80.5(3.5) 62.1(3.0) 81.9(5.8) 70.0(2.6) 71.9(8.9) 58.8(4.5)

岡 山 81.1(2.8) 60.0(2.7) 81.1(3.5) 62.1(3.0) 82.2(5.9) 70.3(2.6) 72.8(8.9) 59.4(4.5)

倉 敷 80.6(2.7) 62.0(2.6) 81.1(3.4) 62.9(2.9) 81.1(5.7) 69.7(2.6) 71.4(8.7) 58.2(4.4)

津 山 78.3(2.9) 56.0(2.7) 77.9(3.6) 57.9(3.0) 81.9(5.8) 68.0(2.6) 68.6(8.9) 55.3(4.5)
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○平均正答率を見ると，小学校では，岡山・津山管内のどの教科も，倉敷管内の国語

Ｂ以外で，全国をやや下回っている。中学校では，岡山管内のＡ問題，津山管内の

国語Ａで，全国を上回っているが，岡山管内ではＢ問題，倉敷管内ではどの教科も，

津山管内では国語Ａ以外で，全国の平均をやや下回っている。

○正答数の分布を見ると，小中学校とも全国とよく似ているが，津山管内の小学校で

はどの教科も上位層がやや少なく中位から下位層の数がやや多くなっており，中学校

では数学Ｂにおいて，中位から下位層の数がやや多くなっている。
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(2) 領域・観点別の状況 （横軸：領域及び観点，縦軸：児童生徒の平均正答率）

① 市部と郡部の状況

○県，市部・郡部，教育事務所ともに，領域・観点別の状況は，全国とよく似ている。

○小学校の国語では，「言語事項」は概ね良好であるが，「書くこと」や「読むこと」

算数では，「数と計算」「量と測定」について，活用する力に課題が見られる。

○中学校の国語では，「話すことや聞くこと」は概ね良好であるが，「書くこと」や「言語事

項」，数学においては，「数と式」「図形」について，活用する力に課題が見られる。

小学校国語A (市部・郡部)
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市部 54 .8 % 8 4 .3 % 6 5 .2 % 8 6 .0 % 7 3 .7 % 5 4 .8 % 8 4 .3 % 6 5 .2 % 8 6 .0 %

郡部 57 .4 % 8 0 .9 % 6 3 .9 % 8 5 .3 % 7 1 .6 % 5 7 .4 % 8 0 .9 % 6 3 .9 % 8 5 .3 %

岡山県 55 .0 % 8 4 .1 % 6 5 .1 % 8 6 .0 % 7 3 .6 % 5 5 .0 % 8 4 .1 % 6 5 .1 % 8 6 .0 %

全国 56 .6 % 8 5 .3 % 6 7 .3 % 8 6 .8 % 7 4 .7 % 5 6 .6 % 8 5 .3 % 6 7 .3 % 8 6 .8 %
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小学校国語B (市部・郡部)
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市部 71 .0 % 59 .7% 55 .6% 74 .7% 64 .0 % 71 .0% 59 .7% 55 .6% 74 .7 %

郡部 68 .7 % 56 .3% 52 .2% 71 .0% 60 .6 % 68 .7% 56 .3% 52 .2% 71 .0 %

岡山県 70 .9 % 59 .5% 55 .4% 74 .5% 63 .8 % 70 .9% 59 .5% 55 .4% 74 .5 %

全国 70 .9 % 61 .7% 57 .7% 77 .0% 66 .3 % 70 .9% 61 .7% 57 .7% 77 .0 %
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小学校算数A (市部・郡部 )
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市部 79.9% 85.1% 82 .4% 75.5% 83 .5% 78 .3%

郡部 78.2% 84.2% 82 .5% 70.1% 80 .0% 77 .9%

岡山県 79.8% 85.0% 82 .4% 75.2% 83 .3% 78 .3%

全国 81.5% 86.1% 86 .1% 75.4% 83 .6% 80 .7%

数と計算 量と測定 図形 数量関係

数量や図形に

ついての表現・
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ついての知識・
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小学校算数B (市部・郡部)
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市部 58 .3% 56.5% 71.1% 64 .6% 58 .4% 64.0% 72.4%

郡部 51 .5% 54.1% 68.2% 60 .8% 54 .4% 62.5% 67.8%

岡山県 57 .9% 56.3% 71.0% 64 .4% 58 .2% 63.9% 72.1%

全国 58 .9% 58.0% 72.5% 65 .5% 59 .6% 65.5% 73.2%

数と計算 量と測定 図形 数量関係
数学的な考え

方
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中学校国語A (市部・郡部)
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市部 89 .7% 7 6 .3 % 8 0 .7 % 8 0 .1 % 8 3 .7 % 8 9 .7% 7 6 .3 % 8 0 .7% 8 0 .1 %

郡部 89 .3% 7 3 .6 % 8 0 .2 % 7 9 .5 % 8 2 .8 % 8 9 .3% 7 3 .6 % 8 0 .2% 7 9 .5 %

岡山県 89 .7% 7 6 .1 % 8 0 .6 % 8 0 .0 % 8 3 .7 % 8 9 .7% 7 6 .1 % 8 0 .6% 8 0 .0 %

全国 90 .1% 7 3 .4 % 8 0 .6 % 8 0 .3 % 8 3 .5 % 9 0 .1% 7 3 .4 % 8 0 .6% 8 0 .3 %
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中学校国語B (市部・郡部)
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市部 80.3% 61 .1% 68 .8% 66 .7% 61 .1% 80 .3% 61 .1% 68 .8% 66 .7%

郡部 79.6% 62 .7% 68 .9% 65 .3% 62 .7% 79 .6% 62 .7% 68 .9% 65 .3%

岡山県 80.3% 61 .2% 68 .8% 66 .6% 61 .2% 80 .3% 61 .2% 68 .8% 66 .6%

全国 81.3% 64 .4% 70 .6% 68 .5% 64 .4% 81 .3% 64 .4% 70 .6% 68 .5%
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識・理解・

中学校数学A (市部・郡部)
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郡部 73 .5% 75 .0% 63 .0% 69 .0% 71 .5%

岡山県 74 .3% 75 .3% 65 .9% 70 .9% 72 .5%

全国 74 .4% 75 .5% 65 .9% 70 .6% 72 .8%

数と式 図形 数量関係 数学的な表現・処理
数量・図形などにつ

いての知識・理解

中学校数学B (市部・郡部)
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岡山県 45.5% 52.0% 66.8% 54.4% 66.7% 91.8%

全国 48.2% 53.1% 67.9% 56.5% 66.5% 93.0%
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数学的な見方や

考え方
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数量・図形などに
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解
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②教育事務所ごとの状況

○郡部，津山教育事務所管内では，他と比べて正答率が若干低くなっているところが

見られる。

○領域や観点ごとの分類では，それぞれ問題数が少なくなるため，領域や観点間の比

較には，留意が必要である。

小学校国語A (事務所)
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岡山 55.3% 84.5% 65.9% 86 .4% 74 .0% 55 .3% 84 .5% 65.9% 86.4%

倉敷 55.4% 84.5% 65.3% 86 .1% 74 .3% 55 .4% 84 .5% 65.3% 86.1%

津山 52.2% 81.5% 61.9% 84 .1% 70 .0% 52 .2% 81 .5% 61.9% 84.1%

岡山県 55.0% 84.1% 65.1% 86 .0% 73 .6% 55 .0% 84 .1% 65.1% 86.0%

全国 56.6% 85.3% 67.3% 86 .8% 74 .7% 56 .6% 85 .3% 67.3% 86.8%

話すこと・
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書くこと 読むこと 言語事項
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欲・態度
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能力
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言語につ

いての知

識・理解・

小学校国語B (事務所)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

岡山 71.5% 59.6% 55.0% 75 .0% 63 .1% 71.5% 59.6% 55 .0% 75 .0%

倉敷 71.3% 61.3% 57.3% 76 .1% 66 .4% 71.3% 61.3% 57 .3% 76 .1%

津山 67.5% 53.1% 50.6% 67 .6% 58 .2% 67.5% 53.1% 50 .6% 67 .6%

岡山県 70.9% 59.5% 55.4% 74 .5% 63 .8% 70.9% 59.5% 55 .4% 74 .5%

全国 70.9% 61.7% 57.7% 77 .0% 66 .3% 70.9% 61.7% 57 .7% 77 .0%
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岡山 80.2% 84.9% 80.4% 77.0% 84.2% 77.9%

倉敷 80.0% 85.0% 84.4% 76.7% 84.0% 78.7%

津山 77.8% 85.7% 83.3% 63.8% 77.4% 78.4%

岡山県 79.8% 85.0% 82.4% 75.2% 83.3% 78.3%

全国 81.5% 86.1% 86.1% 75.4% 83.6% 80.7%

数と計算 量と測定 図形 数量関係
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岡山 59.2% 56.6% 71.6% 64 .8% 58 .8% 63.7% 72.9%

倉敷 58.6% 57.1% 71.6% 65 .2% 59 .0% 64.8% 72.8%

津山 50.7% 52.8% 66.8% 60 .1% 53 .3% 61.5% 67.1%

岡山県 57.9% 56.3% 71.0% 64 .4% 58 .2% 63.9% 72.1%

全国 58.9% 58.0% 72.5% 65 .5% 59 .6% 65.5% 73.2%

数と計算 量と測定 図形 数量関係
数学的な考え

方

数量や図形に

ついての表現・

処理

数量や図形に

ついての知識・

理解

中学校国語A (事務所)
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岡山 89.6% 75.8% 80.9% 80.9% 84.0% 89.6% 75.8% 80.9% 80.9%

倉敷 89.7% 76.5% 80.1% 78.7% 83.5% 89.7% 76.5% 80.1% 78.7%

津山 89.3% 74.5% 81.0% 80.8% 82.4% 89.3% 74.5% 81.0% 80.8%

岡山県 89.7% 76.1% 80.6% 80.0% 83.7% 89.7% 76.1% 80.6% 80.0%

全国 90.1% 73.4% 80.6% 80.3% 83.5% 90.1% 73.4% 80.6% 80.3%

話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと 言語事項

国語への

関心・意

欲・態度

話す・聞く

能力
書く能力 読む能力

言語につ

いての知

識・理解・

中学校国語B (事務所)
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80%

100%

岡山 80.4% 61.2% 69.1% 68.1% 61.2% 80.4% 61.2% 69.1% 68.1%

倉敷 80.2% 60.9% 68.5% 65.4% 60.9% 80.2% 60.9% 68.5% 65.4%

津山 78.9% 60.5% 66.8% 63.5% 60.5% 78.9% 60.5% 66.8% 63.5%

岡山県 80.3% 61.2% 68.8% 66.6% 61.2% 80.3% 61.2% 68.8% 66.6%

全国 81.3% 64.4% 70.6% 68.5% 64.4% 81.3% 64.4% 70.6% 68.5%

話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと 言語事項

国語への

関心・意

欲・態度

話す・聞く

能力
書く能力 読む能力

言語につ

いての知

識・理解・

中学校数学A (事務所)
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80%

100%

岡山 75.1% 76.4% 66.7% 71.7% 73.4%

倉敷 74.2% 74.3% 65.6% 70.8% 71.8%

津山 70.5% 73.9% 61.9% 66.3% 70.3%

岡山県 74.3% 75.3% 65.9% 70.9% 72.5%

全国 74.4% 75.5% 65.9% 70.6% 72.8%

数と式 図形 数量関係 数学的な表現・処理
数量・図形などにつ

いての知識・理解

中学校数学B (事務所)
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20%

40%

60%

80%

100%

岡山 46.6% 52.8% 67.3% 55.2% 67.3% 91.6%

倉敷 44.7% 50.9% 66.8% 53.8% 67.2% 92.2%

津山 40.9% 50.7% 63.5% 51.4% 61.0% 90.2%

岡山県 45.5% 52.0% 66.8% 54.4% 66.7% 91.8%

全国 48.2% 53.1% 67.9% 56.5% 66.5% 93.0%

数と式 図形 数量関係
数学的な見方や

考え方

数学的な表現・処

理

数量・図形などに

ついての知識・理

解

岡山 倉敷 津山 岡山県 全国
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(3) 学校の分布の状況 （横軸：学校の平均正答率，縦軸：学校の割合）

○平均正答率が高い学校が全国より少なく，平均正答率が低い学校が多い。
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(4) 児童生徒の生活実態と学力 （横軸：質問紙の回答，縦軸：平均正答率）

①朝食を毎日食べている。

朝食を毎日食べている児童生徒の方が，正答率が高くなっている。これまで基本的

な生活習慣の定着と学力については，相関関係があると言われてきたが，そのとおり

の結果となった。

②学習塾（家庭教師の先生に教わっている場合も含む）で勉強をしていますか。

学習塾（家庭教師を含む）で，「学校の勉強より進んだ内容や難しい内容を勉強し

ている」児童生徒，「両方の内容を勉強している」児童生徒，「通っていない」児童生

徒，「学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している」児童生徒の順に，正答

率が高い傾向が見られる。

③新聞やテレビのニュースなどに関心がある。

社会の出来事や身の回りのニュースなどに関心の高い児童生徒の方が，正答率が高

い傾向が見られる。特にＢ問題においてその傾向が強く見られる。
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④今住んでいる地域の行事に参加している。

地域やそこに住んでいる人，行事に関心が高く，行事に参加している児童生徒の方

が，正答率が高い傾向が見られる。

⑤読書は好きだ。

読書が好きな児童生徒ほど，国語，算数・数学ともに正答率が高い傾向が見られる。

⑥部活動に参加している。

部活動に参加している生徒の方が，正答率が高い傾向が見られる。
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⑦学校で好きな授業がある。

学校で好きな授業がある児童生徒の方が，正答率が高い傾向が見られる。

⑧学校で楽しみにしている活動がある。

学校で楽しみにしている活動がある児童生徒の方が，正答率が高い傾向が見られる。

⑨普段の生活の中で計算をする必要がある場合，答えの見当をつけたり，確かめたりす

るために暗算をすることがある。

答えの見当をつけたり，確かめたりするために暗算をするなど，学校で学習したこ

とを生活の中で活用しようとする児童生徒ほど，正答率が高い傾向が見られる。
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(5) 学校の取組と児童生徒の学力 （横軸：質問紙の回答，縦軸：平均正答率）

①１学級当たりの生徒児童数

調査対象１学級当たりの児童生徒数については，小学校では明確な相関関係は見ら

れないが，中学校においては，少人数の方が国語・数学ともに正答率が高い傾向が見

られる。

②普通教室に教育用コンピュータが設置されている。

③ＩＣＴを活用した授業の研修を行っているか。

普通教室への教育用コンピュータの設置の有無については，いずれも正答率との関

連は認められないが，ＩＣＴを活用した授業のための研修の実施については，小学校，

中学校いずれにおいても，よく行っている方が正答率が高い傾向が見られる。
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④国語で習熟の遅いグループへの少人数指導や個別指導の実施。

⑤算数・数学での発展的な学習の指導。

④⑤ともに，中学校において，学習の指導の頻度が高いほど，正答率が高い傾向が

見られる。

⑥教員の特別支援教育に対する理解と子どもの特性に応じた指導。

＊中学校の「全くできていない」に対する回答はない

小中学校ともに，教員の特別支援教育に対する理解と子どもの特性に応じた指導が

できているほど，正答率が高い傾向が見られる。
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⑦博物館や科学館，図書館を利用した授業。

小中学校ともに，博物館や図書館を利用した授業の頻度が高いほど，正答率が高い

傾向が見られる。

50%

70%

90%

国語A 国語B

50%

70%

90%

数学A 数学B

50%

70%

90%

国語A 国語B

50%

70%

90%

算数A 算数B

【小学校・国語】 【中学校・国語】

【小学校・算数】 【中学校・数学】

50%

7 0 %

9 0 %

1 2

1よく行った 2どちらかといえば，行った 3あまり行っていない 4全く行っていない



- 17 -

５ 教科ごとの分析と改善のポイント

(1) 小学校《国 語》

① 設問ごとの正答の状況

② 全体的な傾向と分析例

〔全体の傾向〕

○設問別に見ると，正答率が全国と比べて特に低い問題があるのではなく，全体的に少

しずつ下回っている。

○全体的に，文章を書き換えたり，文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえたり，

自分の考えをまとめて書くことなどの記述式の問題の正答率が低い。

〔課題の見られる主な設問〕（問題番号）

○一つの文を二つの文に分けて書く(A5)

○インタビューをするときの工夫を選択する(A6)

○古紙を再利用することが課題となってきた根拠を文中から探して書く(B2-二)

○二人の感想文から共通する書き方のよいところを書く(B3-1と2)

〔課題の状況〕

○「二人の感想文から，共通する書き方のよいところを書く（B3-1と2）」

この問題では，二つの文章を読み比べたり，書き方のよさや工夫を評価したりしな

がら読み，考えたことを自分の考えとしてまとめ，条件に合わせて書くことが求めら

れている。

これに対し，無解答率が高いことと，二つの感想文に対する自分の感想を書くなど，

求められた条件に応じて書くことができない。
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③問題の分析について
小学校 国語Ｂ □３ 「比べて読む(二人の感想文)」

出題の趣旨

学習指導要領の内容・領域

Ｃ 読むこと（第５・６学年）

オ 必要な情報を得るために，効果的な読み方を工夫すること。

解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型 反応率%(国) 反応率%(県) 正答

（正答の条件）
次の条件などを満たして，二人に共通する書き方のよいところを書いている。

□３ 三 ①自分の生活体験や思いなどを結び付けた感想や意見，決意が明確であること
②本の引用や要約をしていること
③段落構成（三段落）や言葉の使い方（現在形，過去形）を工夫していること
（正答例）
・自分の体験をもとにした感想や意見，決意が明確であること。
・主人公の言葉を使ったり，物語のあらすじをまとめたりしていること。
・第一段落には心に残った主人公の言葉，第二段落には話のあらすじ，第三段落には自
分の考えを中心にまとめるなど，三段落構成で書いていること。

(1) １ 条件①，②，③などの複数を満たすか，い 56.2 52.6 ◎
ずれかを満たして解答しているもの

一
２ 条件①，②，③などを満たさないで解答し 30.3 31.1

つ ているもの

目 ９ 上記以外の解答 0.5 0.6

０ 無解答 13.1 15.8

（二つ目が正答になる条件）
一つ目と同じ条件を取り上げてもよいが，全く同じような内容ではないこととする。同

(2) じような内容と判断するものは，類型２とする。

二 １ 条件①，②，③などの複数を満たすか，い 55.1 51.0 ◎
ずれかを満たして解答しているもの

つ
２ 条件①，②，③などを満たさないで解答し 27.1 27.9

目 ているもの

９ 上記以外の解答 0.4 0.5

０ 無解答 17.4 20.7

分析結果と課題

○本問は，児童が書いた二つの文章を比べて読み，書き方のよさや工夫を評価するもので

ある。正答は，①「感想や意見，決意が明確であること」，②「引用や要約をしている

こと」，③「段落構成や言葉の使い方を工夫していること」などを満たして解答してい

るものである。正答率は，一つ目が52.6％，二つ目が51.0％である。

○誤答には，「しっかり書けている」のように抽象的に評価したり，二つの感想文に対す

る自分の感想を記述したりするなど，求められた条件に応じていない解答がある。また，

無解答率が15.8％，20.7％であることから，読書感想文に必要な要素を押さえ，二人に

共通する書き方のよいところを的確に把握し，評価することに課題があることが分かる。

二つの文章を比べて読み，共通する書き方のよさや工夫を評価し，自分の考えとして
まとめることができるかどうかをみる。

夏休みに読んだ同じ本について書いた二人の感想文に共通するよい書き方を二つ書

きなさい。
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④授業のポイントと改善授業の例

授業のポイント（小学校国語）【児童が自分の考えをもち，それを表現する授業を】

○授業の課題（めあて）を自覚し，自分の考えを持ち，それを発達段階に応じて書いた

り，交流したりする活動を取り入れた授業づくりをする。

○多様な読み方が経験できる学習活動を効果的に取り入れ，読むための方法を身に付け

ることを重視した授業づくりをする。

改善授業の例 ＜ 文学的文章における改善例 ＞

【指導のねらい】

【主な学習活動】

中心教材『一つの花』＜（今西祐行「光村図書・４年下（平成１７年度版）」＞

補助教材『すいかの種』＜（沖井千代子「学校図書・４年上（平成１２年度版）」＞

①『一つの花』の学習後，『すいかの種』を読み，あらすじを確かめる。

・各場面の挿絵をもとに，登場人物を確かめ，並び替えたり出来事(誰が，どうし

た)を話したりする。

②「二つの物語の似ているところを探す」という課題をもち，自分の考えをもって

表現する。

・「父･母･子ども(ゆみ子・ふじ子)らしい言動」を探して，サイドラインを引く。

・父・母・子どもの特徴的な言動を取り上げ，そういった言動をとった理由を自分

のことばで表現する。

・二つの物語に描かれた「コスモス」と

「すいかの種」の役割を比べ，何を象

徴しているのかを考える。

・「比べる」という読み方に沿って，

「『一つの花』のお父さんは～，『すい

かの種』のお父さんは～。」のように，

比べてカードに書く。

③比べて読んだ成果（カードに書いたこと）

をグループやクラス全体で交流する。

・グループでの交流を効果的に位置付け，読書会的な話し合いを目指す。

・話し合いの中で気付いたことを，色を変えて書き加える。

【実践上の留意点】

比べて読むときには，漠然と文章を比べて読むのではなく，文章を読みながら何をど

うするのか，どのような観点で比べて読むのかを確認した上で読むことが大切である。

比べて読む活動を取り入れることにより，書き方のよさや工夫により気付きやすくなる

とともに，比べて読むという読むための方法を身に付けることができる。

しかし，このような学習指導は，すべての教材に適しているわけではない。何をどの

ように比べるのか，比べることによりどのような力を身に付けさせるのかというねらい

を明確にした上で，教材を選択していく必要がある。

書かれている内容を読み取るだけでなく，書き方のよさに着目し，内容や表現

を比べて読む力，評価しながら読む力を高めるための指導方法の工夫

二つの物語に描かれている登場人物の言動や書き方の特徴などを比べて読み，その

共通点を見付ける中で，「家族の心のつながり」というテーマに気付くことができる。

その他 コスモス・

すいかの種

の役割

ゆみ子・

ふじ子

お母さん お父さん 比
べ
て
読
む

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
例
）

一
つ
の
花

す
い
か
の
種
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(2) 小学校《算 数》

① 設問ごとの正答の状況

② 全体的な傾向と分析例

〔全体の傾向〕

○設問別に見ると，正答率は，ＡＢともに全国と岡山県との間に大きな差が見られない。

○Ａでは，全体的に正答率は高いが，Ｂでは，全体的に正答率の低い問題や無解答率の高い

問題が多い。

〔課題の見られる主な設問〕（問題番号）

○分数，小数の意味と大きさの理解(A3-2,4)

○グラフから，資料の特徴や傾向を読み取る(B3-3)

○式の形に着目して，計算結果の大小を判断する(B6-2)

○百分率を用いて問題を解決する(B4-1)

○基本的な図形を見いだして，その面積を求める(B5-3)

〔課題の見られる問題の分析例〕

○Ａの問4は，210×0.6という式に対応する問題場面を選ぶものだが，文章中の「倍」という語

から乗法と判断している児童が３割以上もいたことから，問題場面から立式する力を育てる指

導が必要である。

○Ｂの問4-1は，百分率を含んでおり，児童が百分率を使いこなせていない様子が見られる。

○Ｂの問5-3は地図上の複数個の図形から必要な情報を取り出して面積を比べるものである。

Ａの問5-1での平行四辺形の面積計算の正答率は９割以上だったにもかかわらず，Ｂの問5

-3の方では，底辺×斜辺で面積を求めた誤答が３割程度あった。日常的な諸要因がからん

だ問題場面での活用力が低いことがわかる。

○ＡとＢとの相関では，Ａに関する問題は正しく解ける児童でも，Ｂのような「式をよむ」力，「グラ

フや地図情報をよみとる」力，さらには「言葉で説明する」力が不足している児童が多い。
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③問題の分析について
小学校 算数Ａ ４ 「演算決定」

出題の趣旨

学習指導要領における内容・領域

第５学年 Ａ 数と計算

(3) 小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるよ
うにする。

イ 乗数や除数が整数の場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数である場

合の乗法及び除法の意味について理解すること。

解答類型と反応率

分析結果と課題

○正答率は，48.2％である。小数の乗法の意味について理解し，問題の場面から式を考

えることに課題がある。

○誤答については，選択肢４を選んでいる解答が35.5％と最も多い。文章に「倍」とい

う表現が含まれることから乗法と判断していると考えられる。

答えが210×0.6の式で求められる問題を，下の１から４までの中から1つ選んで，その

番号を書きましょう。

１ 砂糖を0.6kg買って，210円はらいました。この砂糖1kgのねだんはいくらでしょう。

２ 210kgの大豆を0.6kgずつふくろにつめます。大豆を全部つめるには，ふくろはいく

ついるでしょう。

３ 1mのねだんが210 円のリボンを0.6m買いました。リボンの代金はいくらでしょう。

４ 赤いテープの長さは210cmです。赤いテープの長さは白いテープの長さの0.6倍です。

白いテープの長さは何cmでしょう。

小数の乗法の意味について理解しているかどうかをみる。

問題番号 解 答 類 型 反応率(％)(国) 反応率(％)(県) 正答

４ １ １ と解答しているもの 4.5 4.6

２ ２ と解答しているもの 10.3 10.7

３ ３ と解答しているもの 54.3 48.2 ◎

４ ４ と解答しているもの 30.1 35.5

９ 上記以外の解答 0.2 0.1

０ 無解答 0.7 0.8
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④授業のポイントと改善授業の例

授業のポイント（小学校算数）

○計算の工夫や考え方をよみとり，その考えを新しい場面に用いる活動を取り入れた授業づ

くりをする。

○具体物，操作，図，言葉，式を用いて説明する活動を重視した授業づくりをする。

改善授業の例

○計算の工夫や考え方をよみとる活動を取り入れた授業の例
従来の問題解決の授業に加え，授業の導入段階で，ある方法で既に問題を解決している例

を提示し，その計算の工夫や考え方をよみとることを中心的な課題とした授業展開を意図的

・計画的に単元計画に取り入れる。

【実践上の留意点】

・言葉で説明するだけでなく，式のどの部分が図のどの部分の面積を求めているのかを示す

など，式と言葉と図を関連付けて説明を考えるようにする。

・授業の後半では，その考えを新たな問題に活用する場面も取り入れたい。例えば，台形や

ひし形などの面積を求める問題を提示し，「三角形に分割して面積を求める」という考えを

用いて解決することが考えられる。

○線分図を用いて，演算決定の理由を説明する授業の例

例えば，第５学年の小数の割り算では，次のような問題が提示されることがある。

除数が小数の場合，基準にする大きさを求める際には，公式や言葉の式だけでなく，数直

線や図などを用いたり，具体的な場面に当てはめて調べたりすることが大切である。

【実践上の留意点】

・演算決定の理由は，右に示す線分図を用いる

と説明できる。線分図は，抽象的な表現であ

るため，自分で書けるようになるまで，てい

ねいな練習が必要である。

・線分図を理由に演算決定の説明を行う場合は，なぜ，この線分図から割り算とわかるのか

を尋ねる。児童の答えとしては，整数の除法の例を図に示し，□の位置関係が同じなので割

り算であるなどの説明ができることが望ましい。

○発表と話し合いの活動を充実させる教師の手立て

自力解決後に行われる発表と話し合い活動が，単なる発表会にならないようにしたい。話

し合いを充実させるためには，次のような工夫を取り入れることが効果的である。

【従来の問題解決の授業】 【計算の工夫や考え方をよみとる授業】

面積の求め方を

考えましょう。

太郎くんは，どのように考えたのか，

図や言葉で説明しましょう。

６×４÷２＝１２

１２×２＝２４ 答え２４㎝ 2

リボンを 3.2ｍ買うと 160 円でした。このリボン 1ｍの値段はいくらでしょう。

160円

3.2m
1m
□

① 解決のアイデアを思いついた理由となぜそれでできるかを問う。

② 発表ボードに自分の考えを書かせるときには，すべてを書くのではなく，図や式だけを書くように指示す

る。

③ 代表児童が学級全体に自分の考えを発表するときに，すべてを説明させるのではなく，発表の途中で止め，

続きを他の児童に予想させたり，説明させたりする。 など
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(3) 中学校《国 語》

① 設問ごとの正答の状況

② 全体的な傾向と分析例

〔全体の傾向〕

○設問別に見ると，Ａでは，正答率の状況は全国とよく似ており，全国平均よりも高い

正答率であった問題も多い。Ｂでは，全国と比べて特に低い問題があるのではなく，

全体的に少しずつ下回っている。

○作品の内容や構成，表現上の特色を踏まえて自分の考えを書いたり，資料に書かれて

いるものの見方や考え方をとらえ，伝えたい事柄や考えを明確にして書くなどの記述

式の問題の正答率が低い。

〔課題の見られる主な設問〕（問題番号）

○文脈に即して漢字を正しく読む(A8二-2)繁茂

○『蜘蛛の糸』の一部分を朗読する場合の適切な工夫を選択する(B2-二-ｱｲ)

○中学生と店員の作成した広告カードを比較して違いを説明する(B3-三)

〔課題の見られる問題の分析例〕

○「『蜘蛛の糸』の『三』の場面の有無に関して自分の考えを書く(B2-三)」「広告カー

ドに共通して書かれている情報を書く(B3二-1と2)」等の正答率が低かったが，読み

取った情報を自分なりに評価してコメントを加え，班の中や学級全体の前で分かりや

すく説明するなどの授業の構想が必要となる。

○『蜘蛛の糸』やポップ広告の問題のように，ある程度の時間の中で長文の概略を読み

取ること(速読力)や身の回りの様々なテキストを自在に読んで活用することが求めら

れており，多様な言語活動を意図的に組み込んだ授業づくりが必要である。
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③問題の分析について
中学校 国語Ｂ □３ 「複数の資料を比較しながら読む(広告カード)」

出題の趣旨

学習指導要領の内容・領域

Ｂ 書くこと（第１学年）

イ 伝えたい事実や事柄，課題及び自分の考えや気持ちを明確にすること。

Ｃ 読むこと（第１学年）

オ 文章に表れているものの見方や考え方を理解し，自分のものの見方や考え方を広

くすること。

解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型 反応率%(国) 反応率%(県) 正答

広告カードの違いについて，店長さんが示した視点を踏まえながら書いている。
（条件）

□３ 三 ①中学生三人が作った広告カードは，中学生を対象にしているということを書いている。
②店長が紹介してくれた広告カードは，幅広い年齢層の読者を対象にしているというこ
とを書いている。
（正答例）
・三人が作った広告カードは，対象者が中学生であるのに対し，店長さんが紹介してく
れた広告カードは，中学生に限らず幅広い年齢層の読者を対象としている。

１ 条件①，②を満たして解答しているもの 29.8 27.3 ◎

２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解 0.7 0.6 ○
答しているもの

３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解 12.9 11.8 ○
答しているもの

９ 上記以外の解答 44.6 45.1

０ 無解答 11.9 15.2

分析結果と課題

○誤答は45.1％で，正答に至らなかった生徒の多くは，三人の中学生と店長の会話から

「加えてほしい視点」が何を指すものなのかを十分にとらえられていないと考えられ

る。カードだけの比較ではなく，会話の内容を的確にとらえた上で見比べる必要があ

る。また，四枚の広告カードの「違い」をとらえてはいるものの，主語を省略して説

明しているため，どのカードに対する説明なのかを判別することができないものも見

られる。

資料に表れているものの見方や考え方をとらえ，伝えたい事柄や考えを明確にして書
くことができるかどうかをみる。

【A】の中に「このカードと君たちのカードを比べてごらん。」とありますが，四人の会
話を踏まえ，三人の作った広告カードと店長さんが紹介してくれた広告カードを比較して，

その違いを説明しなさい。
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④授業のポイントと改善授業の例

授業のポイント（中学校国語）【自分の考えを持ち，それを表現できる授業を】

○書かれている内容を理解するだけでなく，表現の仕方の特徴に着目し，その効果を
考えながら読む活動を取り入れた授業づくりをする。
○読み取ったことを基に自分の考えを書く活動を効果的に取り入れ，生徒が自分の考
えをもち，それを表現する活動を重視した授業づくりをする。

改善授業の例 〈 説明的文章における改善例 〉

筆者の論理の展開の仕方の特徴をとらえ，表現のよさや工夫を評価しな

がら読む力を育てるための指導方法の工夫

【指導のねらい】

表現を手がかりに筆者の論理の展開を予想しながら読み，自分が予想した
論理の展開と筆者の論理の展開を比較し，表現のよさや工夫に気付くことが
できる。

【主な学習活動】

①本文の「書き出し」と「結び」の段落以外を空白にしたワークシートを活用して，
残りの段落相互のつながりを考え，筆者の論理の展開を予想する。
②自分が予想した論理の展開を，
根拠を基に説明し，互いの考え
を評価し合う。

③自分が予想した論理の展開と
筆者が書いた文章を比較し，筆
者の論理の展開のよさや工夫に
気付く。

④自分の考えを効果的に伝える
論理の展開について，理解した
ことをまとめ，自分の表現に生
かすことができるようにする。
〈書く活動との関連を図る〉

【実践上の留意点】

このような学習指導は，すべての説明的文章に適しているわけではなく，次のよう
なポイントに留意して，教材を選ぶ必要がある。

○筆者の意見や主張が明確に表現されている。
○論理の展開の仕方が，明確で分かりやすい。
○手がかりとなる語句（指示語，接続語等）が効果的に用いられている。

予想しながら読む活動のねらいは，筆者の表現の特徴や工夫に気付くためのもので
ある。そのねらいを十分理解した上で指導しなければ，自分の予想と筆者が書いた文
章の比較を行う際に，単なる答え合わせになってしまう恐れがある。
自分が予想した論理の展開と作品とを比較することにより，筆者の論理の展開の工
夫に気付くとともに，根拠として挙げられている事例の適否や主張を導き出す論理の
妥当性を評価しながら読むことも可能となる。

ポイント

ポイント
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(4) 中学校《数 学》

① 設問ごとの正答の状況

② 全体的な傾向と分析例

〔全体の傾向〕

○正答率については，ＡＢともに全国と岡山県との間に大きな差は見られない。

○Ａでは全体的に正答率は高いが，Ｂでは全体的に正答率の低い問題や無解答率の高い問

題も多い。

〔課題の見られる主な設問〕（問題番号）

○円柱と円錐の体積の関係の理解(A5-4)

○反比例の対応関係の理解(A10-1)

○確率の意味そのものの理解(A14-1)

○発展的に考え，その結果を説明すること(B2-2)

○文字式で表し，理由を数学的な表現を用いて説明すること(B3-3)

○２つの数量の変化の様子を読み取り，その特徴を的確にとらえて説明すること(B5-2)

○問題解決の方法を数学的に説明すること(B5-3)

〔課題の見られる問題の分析例〕

○書かれた数式をよんで解釈することが要求されているB2-2の正答率は，４割弱である。

また，一次関数のグラフの特徴を読み取るB5-2,3の正答率は，３割から４割弱であり，

いずれも言葉での説明を求める問いである。

○ＡとＢとの相関では，Ａに関する問題は比較的容易に解ける生徒でも，Ｂのような「式

やグラフをよみとる」力，さらには「言葉で説明する」力が不足しているので，この方

面での指導が重要であると考えられる。

中 学 校 数 学 A設 問 別 正 答 率
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③問題の分析について
中学校 数学Ａ 14 「確率の意味・場合の数」

出題の趣旨

学習指導要領における内容・領域

第２学年Ｃ 数量関係

(2) 具体的な事象についての観察や実験を通して，確率について理解する。
イ 不確定な事象が起こり得る程度を表す確率の意味を理解し，簡単な場合について

確率を求めることができること。

解答類型と反応率

分析結果と課題

○ある試行を多数回繰り返したときに，ある事象の起こる回数の割合は，ある安定した

値をとるという傾向が見られる。この問題では，このような「大数の法則」を基にし

て確率の意味について理解していることが求められる。確率の意味の理解は，高等学

校の確率の学習に必要である。また，自然現象や社会現象における不確定な事象を考

察する際にも必要である。正答率は，47.7％であり，確率の意味の理解に課題がある。

(１)１の目が出る確率が であるさいころがあります。このさいころを投げるとき，

どのようなことがいえますか。下のアからオの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア ５回投げて，１の目が１回も出なかったとすれば，次に投げると必ず１の目が出る。

イ ６回投げるとき，そのうち１回は必ず１の目が出る。

ウ ６回投げるとき，１から６までの目が必ず１回ずつ出る。

エ ３０回投げるとき，そのうち１の目は必ず５回出る。

オ ３０００回投げるとき，１の目はおよそ５００回出る。

1
6

確率の意味に基づいて，「１の目が出る確率が 」であることの意味について理解して

いるかどうかをみる。

問題番号 解 答 類 型 反応率(％)(国) 反応率(％)(県) 正答

14 （１） １ ア と解答しているもの 3.1 3.7

２ イ と解答しているもの 27.1 26.7

３ ウ と解答しているもの 10.1 11.2

４ エ と解答しているもの 8.2 8.9

５ オ と解答しているもの 49.9 47.7 ◎

９ 上記以外の解答 0.0 0.1

０ 無解答 1.5 1.7



- 28 -

④授業のポイントと改善授業の例

授業のポイント（中学校数学）

○文章の立式指導だけでなく，式をよむ活動を取り入れた授業づくりをする。

○関数のグラフでは，単にグラフのかき方を指導するだけでなく，具体的な事象をイメ

ージできるように，グラフをよんだり説明したりする活動を重視した授業づくりをする。

改善授業の例

○式をよむ活動を取り入れた授業の例

与えられた問題を解くことに加えて，類似した式を提

示し，その式から問題場面がどのようになるかを考える

活動を行う。こうした活動により，問題を解く活動が形

式的な処理だけにとどまらず，生徒が関数関係をより深

く理解することを目指している。

【実践上の留意点】

・式をよむ活動では，新たな活動としてχ分のように，У，６，２にもそれぞれ単位を

つけて表現するようにし，何を表しているかを常に意識させるようにしたい。

・生徒が自ら式を発表し，その問題場面を考えていくような授業展開にすると効果的で

ある。

○グラフをよむ活動を取り入れた授業の例

例えば，一次関数のグラフをかいたり直線の式を求めたりする場面がある。方法の定着

を図る段階では，グラフから具体的な問題場面を選んだり考えたりするようなグラフをよ

む活動を取り入れる。

関数の指導では，表，式，グラフを関連付けることによって，具体的な事象の考察をよ

り深めることが大切である。したがって，扱いが並列的にならないように意図的にこのよ

うな指導を展開する必要がある。

【実践上の留意点】

・問題場面を選ぶ際には，「なぜ選んだか」という理由を，生徒が自分で説明できるよ

うに指導したい。

・グラフをよむ視点から，生徒が実生活の中から二つの数量を取り出して場面を設定で

きるようにすることが望ましい。「こんなグラフになるのは，どんな場面だろう」「減

っているので，ジュースを飲んだ量と残りの量があてはまるかな」と具体的な数量関係と

結び付けることができるようにしたい。

次のグラフにあてはまる問題場面を選びなさい。

① 500m ℓの牛乳を，χ m ℓ飲んだときの残りУ m ℓ

② 面積20cm²の長方形の縦の長さをχ cm横の

長さУ cm

③ １辺がχ cmの正三角形の周の長さをУ cm

水が７ℓはいっている水そうに，毎分５ℓでχ

分間水を入れるときの水そうの水の量をУℓ

とします。このとき，Уはχの一次関数であ

ることを示しなさい。

もし，У＝ 6 χ＋ 2 で表さ
れるなら，水そうと水の入

れ方はどのようになってい

るでしょうか。

文章 式

式 グラフ

場面の理解


